
平成13葦魔 研究親祭 衷分酪産薬科学技術が短シタ山  

温泉泥（フアンゴ）げ〕製品化に関する研究  
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要旨   

大分県なかで妄）別府地域∵集中的に私L＝する温束泥を賢源保護巧環牒墨全を匝1りノ）／雄業化？製品化を行うことを  

目的に本科安上り研究開発藩・開始し／た 別府地域には鉄輪，柴石，明乳 執【，塚原机各二！二リアに合計iニう碑類〔類比泉  

泥資源が分布ーづる二‡二が判桝し 間隙水∴溶「t芦水は伸上針ト・む〔照〃）範囲で十べて酸性キホしノノ∴ 特に紘イオン，アル  

ミニウムイオンを多く含有するも）♂ノ））ナトリウムおよびカリウムイオンを多く含千j‘十ろ‡）〔ソ）がある他‡土多ノ両）差はあ  

れ良く似た植であ／イニ．粒径分布はイタリア∴∴アバノ産〝ノ）そ、〔りが小径から大径まで幅ノブこく侶㍉「巨ろ〔畑二対L，別腐≠  

ヰ）のは数ミクロン拙妻〃）径げノ）粒子がばとんどを≡ト丁めるサンプ′しが一般的ごあるなユで、〃雄罠組号HJ㌦た∴ ニ程度。遠′み三外  

線などに／Jいては適切な測定手法の検討を行／〕た  

されないた れ 資源株．護乙環j竜保全ゾ）観点から無節操な  

採掘ほ避ける必要がある．そこで〉  本研究では温泉泥〝）  

製晶企画を行い サー∴ビスお上び製晶形態を決定一十る遇  

程で生じる壬支術的課題を解激するニヒをト川勺に，  

ご1、：サンプル探奄わ抹灘  

こ∑化学成分分新  

訂 物性分析e観照  

ン←jニどに／ついて研究を行∵㍉ 楢ぺて「持続可能な泥泉泥製  

，㌔ご1Fう巨j弓巨．ソ）軌［∴し1、い－J∵料釦誹㌫ニ添加眉粁畑粧引こづぴ）候鮪   

ノ）き検討を行ノノ′   

7し三三才；ぅ 「温京泥二圭；（‡二び て丁ンコ 侶呼称㌘言））ろがち  

イクリ1－7譜ソj ノ∴γンニト 上沼射［ミj化が既に行われ〉こ′いろ  

頂】 はじめに   

昨／チラ 美容十捷康ブームでイタリア等ではフアンゴの  

サービスが人気を博しノている他，国「ブヨでも温泉泥を利用  

Lたサービス申「軋与21が化粧品会社やエステサこてンで提供  

されている．去た，医療面で技，海外び）他〉 園内でむ匿  

）二′二別府病院，九州大学生体防御医学研究所などで治療ノ実  

績があり効能が認′ゲ）ら〕れている＜ 別府地域㍊量的にも柁  

額ご≠、世界で稀に見る温ぷ「恒転鉱沢尻集積地でありぅ 地  

域資源凍活7ニ、しノた観）1こ浮鉱 猫巨′j耗，甘づくりれ観ノ［∴］、から  

産業化が望去れている。   

本格的な産業化にに仁定量の温泉泥供給が不一］†火であ  

る 一ん＼別府といえども原料㈲泥㍑限られた量Lか荘．1r  

図2 別冊温弄こ泥し′、）バ＝∴－－ンニざノ  図1＋温来泥採取地申例  

叩ま27 －肌～   
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イメー■∴′バ強し＼、（ソ〕で，本邦∵誉ヒ原料∴J二けそ′江∴近い状  

態椚む肌を†見軋泥一 い呼び、製㍊；∴チエ≡吉、それに追い状  

態〝〕もくノ）雰・「ファンニゴ‘J㌦ゝ、、           」と畔宗ニとこニー「る．  

芋でりわれておりく 温泉泥中に繁茂十 る藻類が藍′トJる  

薬物に関守る研究〔図ヰ）キ＼溜牒泥が皮膚い表滴ニエネ  

ルギー一に影響を／ナえ薬事川）体「人卜＼、〔川吸収を促進させる効  

果に貯Lうる研究等が行わかている   

ファンゴV宮舌芹汗よ「項酎封のはか美容面においてむ盛  

′しでしj；、りワ ニフアンゴを頂材料に用いた化粧［ルが製造され，  

それを使甘L／たエステ技術の普及活幼がなされこいる。   

ファこ／ゴ汗「療を了j二っ各ホテルはさ 温泉療養サーービス〃）  

嘗V絹針呆とロ封＼〕外から刑責蕪客びノ敵「誘を目的にユしゾ「ガネ  

イ温与辻組′盲三ナを設、」′二し／ち アバノ温泉榊究センターを核にL  

ぎ≒〔，ミ、泉療養〃ノ）効能に供する科学的研究と祈施設の技術  

及びヤービス水準〔ハ向卜を図／〕ごいる。   

同研究センターーでは，大学と共吊で混東灘塵紙瀾甥沌  

行いワ ニ鉦こ巨で（ノ〕妬著／加茂果かイタリア政府保健省に認  

統Jjれ，現イ≦三う 医師げ）処方に展／うき温泉治療を千J二う場合  

患者にけ健康保険が牒購される」二うにな／）てい る。   

2＜3 増量樹候補に関する調査   

怖ホ一冊ジュン（群㍑都安中巾）およびクニマイン保  

（山形県大汗町）に赴き∵粘土素材に閲すう技灘調査を  

寺J二ったところ）膨潤性およびチキソト［7ヒー性を有し，  

価格情も針ルニ沿う範慄であることかレン′ヾントナイトが  

増量ノけ〃〕候補とLて挙げられたく   

ベントナイ 巨け板状㌍晶は保粍性う ヌメリ感を糾すの  

に適している。メカニスムとLてH＼、マイナス電荷の板  

状結晶の鞋にカナオン（＼と1やしこと∋など）が入り込む瀾造  

で∴：症－‡王水を抱きかかえる性質があ／jて膨潤するが】  

（二どユ∵‘さiはとんど膨潤しない．M】彗－iか（ニ；う！型かけ産地による．   

ベントナイトの膨潤性は基本的に－ファルカリ什にて発揮  

され，酸性だと膨潤性が失われるレ 電解質には膨潤しに  

くくソ 搾り杵材に混入する′実験ではイオンによりベントナ  

イトが沈殿する√ 溢娘子ナ己聖霊品へC／）利川でさ士イオンを多量  

に含む温東水が存在すうた雄∴ ニ∵畑部分が詣題となると  

推測される  

望．調査   

2．1別府地域におぎナる温泉泥資源調査   

合計2同（ノバ策蜜を行いプ 錬輪｝ 柴市う 明翳，湯出，塚芳   

情上＝〔刀各エリーj′か【三j13稚短〔′〕混姑泥ぶ料サンプルを  

採取した（以卜）＼r〕．「＼∴軋1：うと表記〕〉．採取可能量に相  

違があり，産潔用に採取－用巨とノとエわれろ（ソ）～i二2へノ5箱戸碑三三  

度と思辛れる（女こり  埋蔵時のサンフノレH∴ 市灰色。  

赤褐色コ 黄褐色，自負等とバリューシニゴンがあり（≦、又12，  

責3）水分量〃相違一斗サラサラのヰ′ノ）え、らはとんど固  

形のも〃Jまで状態が異なろ   

2，2 温泉泥研究先進地における調査   

平成i：iイ巨㌔川2：う～：う011およしうミ⊥和宣Hノ牛こう′F＝こう㌦i5ミ＝り2  

P†，研究メンバーが県東泥再活用方法及び混泉療法の事  

業化〃）先進地であるイクリーr侶ベネト州〃〕ハドバ大学お  

よびアバノ泥臭研究セン㌢〆等を言別間L，温泉泥に隈け  

る情報収集及び技術交流を行／〕／‘∴   

原料〔／バ左玉東渥圭∴ ■ア十ノ市近郊侶リスヒダ湖を投じめ  

ミニすろいくノ）カ、〔ハ棚：いJ∴産三Lr【トj㌃∴㈲広から混ぷ芳湧川  

し，温泉水と十日ニ地卜か〔）泥が噴＝しり 上む、時間を経て  

湖底に雄凝したものであるコ ニ鋸泥烏∴ 岩朋串什温泉況と  

比較Lこ粒度が不揃いこニ7 らJ、うど山植えぴ〕ときレ′′丹け）  

泥に性状が似ていろ】採取した泥H二，各ホテルぴ）ファン  

ニざ熟成施設（区至ご主）に持込。たズ／乙ノ写 十甘熟成された妄〕む7〕が  

フアンゴ治療に使来れてし㌧る．   

各ホテルに‡まき ファンゴナた原を行う柄杭〟二・診察室≠号  

うな20ttぎはど〃川責l壬が拍′＼2（ いる．朝起き  

て間もない時間に潰瘍を宝パ てこL：効果があるとさか 【了  

朝（緋‡前後）か√ニノ治療が始‡ろ．   

ン7アンゴ治療〃）効能に関するノ圭二‡里′デニ的研究がパトバ人  

「宣i3 フアンす製造一描出水槽（、）7バハ  
図ヰ＋藻類サ培養 レ＼ドバ人学）  

∴、－－   
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来〃）レハと泥の固形分山束のものとに分けられる．   

このことfま，乾泥げ〕試料を元に水分を加えて調整Lた  

温泉泥にも，泥由来の化学成分が潜圧されることをホし  

ている．   

個別び〕成分に／〕き以下にホす．   

陽イオンについては、アルカリ金属，アルカリ十類金  

属は心）．1こうがおしなべて高い数仙を示し，Nり．1ワト0∴う，  

Nり．6，＼「）．7，No．9，N（）．10が比較的高い数他を示す．Nり．‘1  

ぴ〕低い数値が目立／）．金属イオンに／っいては，、へ1′卜が高い  

数値を示すところ巨L F〔ゝ∵ 鐘ド（lく章〕高い他である（＼0∴う，  

N（〕．7，N（）．9）．Nl’十はN〔）∴う，N（）．7，＼0．‖が－寓い数値を示  

す．Aslま半数以1二の検体から検出され，特にN〔）．13から  

高い数値が桧山されている．HgはN（）．1プ N（〕．2，No．10から  

高濃度で検出され，特にN（）．27さミ高い数値が検出されてい  

る．St）およびSしイオンは軍量F「捌直以卜かそ〔′対寸近の数  

値である．   

陰イオンについては，SO∴がおおむね高い数値をホL  

ている．午封ニ，No．こう，No．7，Nり．川び）高い数値が日立つ  

（：1ではN〔）．1：うが，NO＝うではN〔〕．1〝）数他が高い   

溶出水ではHgご1が仝て定量F限値以卜になっている．  

ノ1s一∃は間隙水より高い数値を示す≠）のもある（N（）．1，  

No．7）．溶川水におけるアルカリ金属，アルカリ上類金  

属は数値がかなり低いヰ〕のの傾向は間隙水と同じであろ  

他び）項目に／〕いて車）ほぼ同じ傾向と言ってよい．  

価格に／ついては、丁二業牒巨㌣数十円／kg，化粧㌫用で数  

百門／kgのオーダーであり，温泉泥製長ぃ＼〝）利用には問  

題のない範囲であると考えられる．   

ベントナイトはチキソトロヒー性を持つ 例えば，切  

れが悪い水あめに対して歯磨き材ご土切れが良いが，これ  

はせん断力を受出たときに低粘度化riる性質によるもの  

で，チキソト＝ヒ一件という．測定他ごは例えば，6叩ーれ  

で♂）粘度と机上て）Illの粘度が異な／」ており，可塑性や紛体で  

いう安息角と畑関係がある．人間が感じる心地良さにも  

関係があるためプ チキソトし7ヒーー性を付与する目的で歯  

磨きや化粧品などにべントナイトを添加する場合がある  

チキソトロヒー性はベントナイト，カオリナイトの混合  

割合でコントロー轟ルできる可能性がある．  

3．分析および測定   

3．1化学成分分析   

採取した温泉泥について，遠心分離機に上り園液分離  

して得られた液分を間隙水と見なL化学分析を行った  

（表1，2）．また，固形分を乾燥，栃砕して得られた  

乾泥について，蒸留水に上る溶州試験を行い，溶出液を  

化学分析した．分析項目は，＼a，〔二aこ三，Al㌧ r章一。「ビト  

‖オ」◆等の21種類初湯イオンと「，〔1，SO，り等の6種類♂）陰  

イオンである．間隙水と溶出液のデーータを比較－ij▲ると，  

各項目に一〕いて間隙水の値が1（一2桁高し、値を示し，高  

い値を示したいく／Jかの項目については，お耳いに相関  

関係が見られたが，両者の間に相関関係〝〕見られないも  

のもあった。すなわち，溶出液の化学成分は，間脳水山  

表l 温泉泥（液体）中〝）主な陽イオン  

（unit：mg／憂 n．d．＝nOne ditect pHは2名～25℃にて測定）  

書  
Fご／一  

採取地   PH   N－∴   As3 ‖g2＋   

Fe3＋   

8   0．5  0．6  5．3  0．73  n．d．  0．0016   悶0．1  3．71  45  団  団    同              ∃ 帽0．2  4．69  田  田  田  口  md．  0．1   0  n．d．  0．34  n．d 0．022   

掴0】3   2．41  田  作d．  団  団  209  5．6  1．9  520  54．2  0．008  n．d 

摘0．4   1   2．4  0．3  n．d．  3．5  n，d n．d 

No．5   3．2卑  n 書n・d・  】1  巴  肖 ∈   3   0，4    0．1  0．67  0．002  n．d 

き 陀0・6   
2．94    3    ＝   2．5  4．3  0．86  0．002  0，0009   

l鍼0∴7   2。08   15  r ほ  ト“   1．3  354  ほ．8  0．抽8  ． 
田  い  田    ロ  0．2            ほ   ‖              u  0．86  0．002  0，0009   

l鍼0∴7   国   346  0．6  ト  【  ト  
悶0．8   2．18  8   10   8  0．2  0．7    1．80  n．d．  0．0006   

No．9   2．19  i24   107  0．3  1．6  154   i2．14  n．d．  0．0006   

79  42   0．6  3，3  l埠  3．02  0．05  0．0025   

H  摘0．て0  2．63  口  田      田  1】3  2．5   璽n・d・  0．39  0．130  ∩．d 

Ⅶ12（〕¶   
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喪2 温泉泥（液体）中の」三な陰イオン  

（Lmit二mg／l n d．＝nOne ditect：）  

夫：う 推′走採取Fl摘巨量と巨用いここ〃〕色  

（○：多量，△：中程度，×：少量または不可）  

採取地   

摘0．1   

No．2   

0．1   

F   

Ci  F SO42  
n．d 8   

No．3   0．5   29   

No・4  ・3  
、、、仙  lll  

悶0．5   0．3   4   108 

No】6   0．2   287   

876   

悶0．7   0．1  四  
銅0．9   n．d 236  

捏0．10   n．d 3   667   

悶0・‖   

N0．12   0．て   

摘0．13  1・1 6ブ3   0．1   些  田  296】      同  133  

目視での色  

採取地       「 採取可能量  No．1  赤褐色  △  No．2  白  △   
アイボリー  

ピンク F x  

lVU．U   

悶0．7   ′’「′トリー  ヽ   

No．8   黄褐色   

悶0．9   黄褐色   〉く   

悶0．10   

No，11   

帽0．12   

銅0．13   青灰色  X   

3．2 物性分析n観察   

採取し／てきた温京泥について，遠心分離機を用い間隙  

水と泥とに分離しr，泥び〕試料にノ〕いて物性分析を†J二う  

た♂〕，水分を調節した湿泥と乾燥して粉砕Lた乾泥と〝）  

2種類に試料を調整した．   

湿泥の試料を用い粒度分布の測定と柵蜜〝〕測定とを行  

った。こ去た，乾泥の試料を用い吏三光Ⅹ線分光分析により  

元素び）含有計測定を子J一いコ さらにフ Ⅹ繰回折分析により  

結晶形等の化学的成分分析を行った（表4）   

粒度分布はさ 温泉汎三〃）きめの細かさや質量感の指標と  

なるデータであるが，平均料予経でL針＼開∴㌧川であ／）  

た．ちなみ工アバノブ一子′ンゴは，用．8一‖∴mであり，概して  

別府の泥鋸方が粒／一往分イ直〃幅が狭く粒揃いであること  

が分かった（図5，（う）．粘度は，温阻泥に水分を含浸  

させたときの流動性の指標となるが，測定値と′実際〝〕質  

感に多少のずれを′エトじており，今衡 測定方法〝）検討を  

行う必要がある．   

乾泥試料肌ブセ素含有量に一〕いての特徴を以卜にホす  

製品ファンゴとLて利用されているアバノの泥はカルシ  

ウムが主成分で，残りはばぼシリカとマグネンウムであ  

県 ノ炭酸カルシウム，ドロマ イトおよび百姓である．   

ガスール（モL7ツコ産ファンゴ）はシリカとマグネシ  

ウムが山夜分でアルミナが非常に少ないのが特徴である   

別府の泥はシリカとアルミナが主成分でNり．13以外け両  

者〝）合計が8（けら以卜〔ニある．べ〔二）．1：汗士鉄分が1蛸と突けしノ  

ており他げ〕約2～4倍び）値をホす   

硫黄が検＝されなか／〕たのはN（〕。6げJ′みで＼〔）．‖さ1しL㍑  

はマグネシウムが多く特徴的である。   

正眼のベントナイトであるベンゲル，ベンゲルl」叩はシ  

リカ，アルミ‾j、鉄び）合計が95（1イ，を超える．  

・   ▼      ■   －▲ －、  

こ‡：音Li建 言力まe－  †究〉    ヒⅦ■3ウ  i9。岳ヱ 罰icl  

！t†、ヱ  ユ5  

！り  

9  

6  

ー・；   

－－－▲←▼▼  t∴  
ト  

＼〉，  

！  ：1，  い‥ ・∴†リ．■Iい、   

図5 粕女分布 用り杯巨払こり  

0。3  呈  ユ0  ユ¢倉  く防ie。）1わ0¢  

図6 払度分イF」（アバノブァンゴ）   

ー抑13〔ト仙  



平成13年度 研究報告 大分県産叢科学技術センタ脚  

表4 温東泥（固体）県北＃凝成  

（un岳t：％ convers墓on 妄n oxide we墓ght）  

採取地  s SiO2   Ål20。  Fe203  】so3  TiO2  K20  CaO  P205  MgO   
悶0．1  64  24   8  1．2   0．7  】0．4  0．1  0．1  0．6   

十’▼’’■■■’■■   
悶0．2  59  34  4   1．8   1．3    0．4   

No．3   喜 66   ∠を ≦ 2   ∈1．1  貞0．5   

33  ⊇ 6  て   1．2  0．3   0．1  0．1   H  

摘0，4    】58                 巨 0．2  摘0．8  64   
悶0．＝   田  4  3．4  1．2  H 書 0．埠  0．2  0．1  ，0．5  
捏0．12  68  団  4   2．1   】0．7   0】6   0．1  2．5   

No．13  52  20   16  8  0．8  ～＋ヰ  0．2  喜 0・2  0．4   

アバブ  29  4   …lo．6 ∃   0，6  2．1  ≦ 50  0．1  
ガス皿ル   61   2  1   1．2   0・1芦  0．6   2  

十 ベンケル   田  ノ        0．2  0．5  F 2  3   

ベンケルHVP   69   考．4  0，4  

3。3 遠赤外線測定   

「遠赤外線」とは，約3～1（）00一肌¶ ＝〃mほ1′／川00mrれ）  

の波長帯貞域を持づ電磁波び）一種で様々な分野で応用され，  

省エネルギー性や地球環境保仝との密接な関連性が既に  

認識されている．・定持出宴で遠赤外線を 一定水準以上放  

射する「遠赤外線放射材料．を評価するためのホ性情と  

し－r，物体の表面からある一定の立体角内に放射される   

熱放射量」を「波数」または「波長」ごとに測定して  

†黒体放射量一 との比（異体劇執量を川（〕とする）で表し 

た「分光放射率」が用いられている．これを各波長にお  

けな連続関数としゝr表示した「分光スヘクトル」は，遠  

心外線放射材料せ詔湘する」上て、豪雪な指標とな／）ている．   

そこで，温泉泥〃）機能性〝トーノ〕とLて期待される遠赤  

外線に／〕いて注目L，長崎牒鳶業技術センター瓜所イ］【の分  

光放射率測定装置を借用して温束泥の遠牒外線分光放射  

率をP備実験的に測定tた．た子でし／フ 人間の皮膚∋ 水等  

び）ノ受勲側の遠赤外線吸収特性は，短職長と表側長潮に第1，  

第2ヒ八ークがあるたがノき ′沖いノ〕測定範囲はi～24〃‖1とし′た   

3．3】1実験方法および結果   

今［小刀測定でけ，固形化が環灘木骨イントとであり  

使用する分光放射率測定装置の試料服状烏（いi（丹：うⅠ了1最∴あ  

わせ測定用粉末を戒潤する必要がある．そこで，、Jlセン  

タ」爪において，）㌧㍍）乾燥させて粉末化しノた試料を準備し〕  

専用金型を川いて域邦待一行った．ただLフ 美灘に用いた  

粉乳試榔まド記のとおりである（粒形は県産二こメリーが  

約80〃軋以下，そ〝）他は1〔ト：う0ノ上m以下程度と推定仁   

（成形実験1）   

d成形粉末二 ㍍〔）。1タ N（〕．14   

m結合材： なし   

㌧成形圧力： 約300kgト′し、rれ2   

8成形時間： 約こう0秒   

塵結 果   欠落ちや骨れが登生しぅ 測定詔料とし  

て他用不可能． → 成ノ「ラ′実験2へ   

（わ封杉実夏挨2）   

◎成形粉末：＼（〕。巨星   

自結 合材： ご］‾「ホキシ樹脂   

¢混合比：粉末詔こ料：エホキン樹脂二12：1，（う：1，  

4：i（塵量比）   

卓成形圧力： 釣闇）Okき汁′（、Ⅰ祀   

b成形時閥  約：拍砂   

田結 果   いずれ ≠J成形可能のたが）5 測定試料と  

し／て使用． 〉 測定′患験1へ   

（測定‘実験1）   

り則定試料こ 」塩町割勘で得られた成形体 畑圧ト′主に  

結合材としてエホキン槽脂を使用） 合計3種類   

齢測定装置： 分化放射ヰ主測定装置   

る測定混ノ女： 約ぺ55 7（〕フ 9（〕〔（二   

¢測定波た：1＼′2ユノ川1   

顎卜す 的   遠赤外線分光放射率／ニ痛くフ かつ温泉  

泥の増量材としノて候補に挙げ仁）れている県産土メリ  

仙j31皿   
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ーー鉱（1に右し＝」ノ，ユメリー粉末とェホキン樹脂を重   

量比で12：1，6：1，▲4：1に混合し，遠赤外線分光放  

射平に及ぼすェホキシ樹脂の添加量〝〕景三響に／）いて  

†’′備調査する．  

b結 果   いずれの試料の遠赤外線分光放射率に   

むエホキシ樹脂〝）添加量に上る違いが見られず，温  

度，波長に関係なく約SO～（棚緯）「酎、値をホLた．  

⇒ 成形性に優れ，か／」成形体〝）強度をある粗密保  

／〕ことのできた6：1〝）重量比を採札  ⇒ 成形実  

験3へ  

しノ，測定実験1おょび2げ）遠赤外線分光放射率はエポ  

キシ樹脂の畏三響が大きく現れていることが分かった  

⇒ エポキシ樹脂等〔′）結合材を用いずに成形する方  

法を再検討する必要性あり． → 成形実験5へ  

（成形′恵験5）  

。成形粉末：  

■結 合材：  

。前 処理：  

一成形圧力：  

q成形時間：  

。結  果  

No．1′、1ニi  

なtノ  

7け℃で＝日計真空乾燥  

約6′川～1600k直ソcl†12  

約20～60秒  

いずれも加圧力と時間を制御Lないと  （成形実働3）  

。成形粉末：  

・結 合材：  

d混 合 比：   

比）  

■成形圧ノノ：  

。成形時間：  

白結 果   

して使用．  

（測定実験2）  

・測定試料：  

欠落ちや執れを生じることが分か／）た．その結風  

下記の条件が望まLいことが分かった． ⇒ 次年  

度以降に再度測定を実施する〕′′定．  

約1600kgト′（二m2，20秒 ⇒ N（〕．ユ  

約800kgfノ（三m2，20秒 ⇒ N（〕．4，7，11，12  

約朗（）kgi、ハニm2，40秒 ⇒ 領）．2  

約640kgナ／／cm2，60秒 ⇒ N（）∴う，5，6，8，9，10，13   

3，3．2 考察   

エポキシ樹脂そのものが遠赤外線分光放射率に影響を  

及ぼすことが判明し，測定用粉末単体の固形化のために，  

成形圧ノノおよび成形持間を制御する必要があり，材質に  

よってそげ）成形条件が異なることが分かった．特に温泉  

泥についてはj二述した成形条件で成形体〝〕確保が吋能と  

なっており，今後改めて遠赤外線分光放射率を測定する  

予定である．  

4＿ おわりに   

本研犯こより判明したことを以下に示す．  

（1）別府地域には1：う種類以上の温泉泥資源が分布する  

（2）間隙水り容汗水はf〕i12。08～ノi．69〝）範囲ですべて酸性  

を示す．  

（ニう）ト1し、∵ 乍Fし、㌧ A！．いを多く含有する卓、げ），Na■およびKナ   

を多く含有するも〔りがある他比多ノ如）弄はあれ良く  

似た値である  

（‘1）粒径分布はイタリア由アバノ産のも択が小径から大  

径まで帖広く分布する刑二対しり 尉㈹明ものは数困  

径♭り粒J′一が多くを古琉亮サンプルが 般的である  

／「＼、レLrナ「こ‖lい±・ ＼〕ノ粘度測定∵一′）いては、水分率がまちまちであり  

よたチキソトしてと」【件などげ）ノ∴くから，測定条件及  

び測定方法を改良する≠）げ）を開凝する必要がある  

（6）遠赤外線〝J分帆ニ／）いては，エポキシ樹脂を添加し  

ない成形法がほぼ確キでき，今後測定が可能である．   

よた，増量材の閲登についてはベントナイトなどを候  

補に検詔寸であり，温東泥評価－ノオーマットの確定や製  

品企由n製造1二程（ノ）横言、jを含め次隼度の課題としたい．  

＼0．iヘノ13  

エホキシ樹脂  

粉末試料：エポキシ樹脂＝6：1（重量  

約300kgト′／c汀12  

約30秒  

いずれ畑亙形可能のため，測定試料と  

⇒ 測定実験2へ  

成形実験3で得られた成形休（No。1～13   

に結合材とLてエホキン樹脂を使用） 合計‖碓腰  

。測定装置：分光放射率測定装置  

。測定温度： 約9（〕【℃  

個測定波長：4～24′川1  

。目 的   温束泥∬遠赤外線分光放射率を千備実   

験的に測定する．  

。結 果   いずれの試料の遠腐外線分光徴掛率に   

そ）材質J〕違いが見られずク 波良に関係なく約8（卜90％   

の高い値をホLた．  ⇒ エポキシ樹肺の遠赤外線   

分光放身、す率を確認L，補正三する必要性あり． ⇒   

成形実験4ノ＼  

（成形実験射  

0成形体： エポキシ樹脂単体  

昏成形圧力：無力［り王（硬化剤添加に上る自然硬化）  

d成形時間：40℃の乾燥填で川放置tノ「t†然碩化 →   

測定実験こ巨＼  

（測定実験3）  

±測定【試料  成形′実験′iでキミj＝られたここホキシ樹脂単体  

。測定装置：分光放射率測定装置  

匂測定温度： 約洲℃  

り粧走波長：づ／、2′1ノ⊥rれ  

8日 的   温束泥成形体の遠赤外線分光放射＊を   

補正するたれ エポキシ樹脂の遠赤外線分光放射率   

を測定する．  

と結 果   波長に関係なく約80～90tt〔）げ）高い値をホ  

ーl∵ －   


